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れる役割とは」、第 2 章「中規模大学 留学生担当教員が抱える問題意識から見えるもの」、
























章から第 14 章で取り上げている。第 4 章から第 7 章にかけては、伝統的に数多くの日本
語学習者を擁する東アジアの諸国・諸地域（中国、韓国、台湾、香港）の状況が発信され
ている。一方、第 8 章から第 14 章では、近年留学生送り出しの実績を拡大させる東南ア
ジア（タイ、マレーシア、インドネシア、シンガポール、ベトナム）、さらには中央アジア
（ウズベキスタン）や南アジア（インド）についても、その一端に触れている。4 章から 8
章のタイトルは、以下の通りである。第 4 章 中国「相対的な日本語学習者減と日本の社
会文化に対する関心の高まり」、第 5 章 韓国「中国語教育との競争を背景に変化する日
本語学習・日本留学の目的と形態」、第 6 章 台湾「少子化でもなお冷めることのない日
本語学習熱を背景に」、第 7 章 香港「短期大学を特色とする当地において見出せる日本
留学の展望」、第 8 章 タイ「高校と大学の両面からみた日本留学の現状と課題、そして
新しい留学制度設計へ」、第 9 章 マレーシア「留学生送り出し大国から受入れ国への転
換を目指す」第 10 章 シンガポール「卓越した教育政策により成長し続ける都市国家」
第 11 章 ベトナム「日本語教育の質向上に向けた対応に苦慮する一大留学生派遣国」、第
12 章 ウズベキスタン「日本語の「孤立環境」から変化を遂げつつも、社会要因に悩む特
徴を持つ国」、第 13 章 インドネシア「高度人材育成に向けて高等教育機関における日本










終章の「留学生政策の意義と可能性」では、第 1 部、第 2 部に続き、全体を総括し、留
学生を受け入れる意義を再考し、新たなエンロールメント・マネージメントの方策を提案







（みやざき さとし 早稲田大学大学院日本語教育研究科） 
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